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13:50-17:10
沖縄県立博物館・美術館　講堂
当日先着（定員 200名）

（開場 13:00）

土

出版協力　公益財団法人 出光美術館
監 　   修　下山 進(吉備国際大学 名誉教授)
編　　集　一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究所
　　　　　琉球文化財研究室 
校　　正　shiwaza 城田 桜
発　　行　一般財団法人 沖縄美ら島財団
印　　刷　株式会社 東洋企画印刷
価　　格    2,800 円(税抜き)

14:10～14:40
　宮里　正子（一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究所研究顧問／前浦添市美術館長）
　「琉球 ・ 沖縄の美術工芸品－科学調査の始まりと広がりー」
14:45～15:15
　宮城　奈々（一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究所 琉球文化財研究室 主査研究員）
　「織衣裳の繊維素材と色材～近世琉球の染織作品を中心に～」 
15:30～16:30
　下山　進（吉備国際大学名誉教授） ・ 佐々木　益（株式会社半田九清堂）
　「紅型と織に使われていた色材とその非破壊分析法」
16:35～17:05
　與那嶺　一子（染織研究家／石垣市文化財審議会 委員）
　「尚家文書に記された色材と近世 ・ 近代における紅型作品の色材」

プログラム

色材科学調査の
成果を統合した
専門書

入場無料 ーお問い合わせー
（一財）沖縄美ら島財団

総合研究所
琉球文化財研究室

T E L  098–943–3820
F A X  098–943–3821

　一般財団法人 沖縄美ら島財団は、令和6年1月15日に『科学の目
でみる琉球王国の色とその色材～国宝・琉球国王尚家伝世品をはじめ
とする琉球・沖縄の染織品を中心に～』を発刊いたしました。この発
刊を記念し、本書の執筆者を招き講演会を開催いたします。
　琉球王国時代の美術工芸作品に関心をお持ちの皆さまのご参加を心
よりお待ちしております。



関 連 展 示 会 一 覧

会期：2024/4/2（火）～6/30（日）
科学の目でみる琉球王国の色とその色材

沖縄県立博物館・美術館では、琉球王国時代の文化財とその製作技術を復元する
文化財復元事業（琉球王国文化遺産集積・再興事業）を実施しています。
復元するためには、当時の作品を科学的に調査し、素材や技法を明らかにすること
から始めました。
今回の展示では、作品を科学の目でみることをテーマに、琉球王国時代の美術工芸
品と、現代の技術で復元した作品（模造復元品）を展示します。

第2期　5/1(水)～5/26(日)
第3期　5/28(火)～6/30(日) ※一部展示は各期ごとに展示替えを行います。　

【美術工芸部門展示】

【調度品】
美御前御揃～王家の御道具

※国宝 王冠（付簪）展示期間：2024/5/3(金) ～ 5/15(水)

【国宝衣裳】 
ロイヤルカラーの黄色地衣裳と
王国時代の色材

会期：2024/5/3(金) ～ 5/29(水)

【ロビーパネル展】
科学の目でみる琉球王国の色とその色材
会期：2024/5/21(火) ～ 2024/0/6/2(日)

　久米島博物館には、琉球王国時代の染織史において重要な作品とされる『苧麻紺地鶴に波頭
文様紅型幕』が保管されています。
　紅型幕は、沖縄に現存する年代が分かる紅型作品として最も古く、沖縄県指定有形文化財に指定
されました。染織資料では県内初の指定となります。
　平成30年には、沖縄県立博物館・美術館主導で実施された文化財復元事業（琉球王国文化遺産
集積・再興事業）において、復元製作されました。
　復元にあたり、下山進氏（吉備国際大学名誉教授）を中心に科学的な調査、分析が行われ、今年
2月に刊行された新書『科学の目でみる琉球王国の色と色材』では調査、分析の成果が詳しくまとめ
られております。
　今回、新書の執筆者である下山氏、沖縄県立博物館・美術館、一般財団法人沖縄美ら島財団の展
示協力のもと、「科学の目でみる琉球王国の色とその素材」から“藍”をテーマにロビーパネル展を
開催いたします。

沖縄県立博物館・美術館 / 共催（一財）沖縄美ら島財団

那覇市歴史博物館

久米島博物館

ー新刊をお買い求めいただきましたら、ぜひ関連展示会もあわせてご覧くださいー
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